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「令和 6 年度 被災状況の報告訓練」に対するご協力御礼 

 

 平素は支部運営に多大なご協力をいただき厚く御礼申し上げます。 

 さて、「令和 6 年度 被災状況の報告訓練」では、何かとお忙しい中、多くの会員先生方にご協

力いただき、心より感謝申し上げます。おかげさまで、当支部の報告率は、84.65%(９月 4 日現

在)であり、十分な成果を挙げることができました。 

 本報告訓練は、いざ災害が発生したときに、被災状況の報告など「会員としてとるべき行動（対

応）」を確認するとともに、ご自身の安全を確保する方法などを考えるきっかけにしていただくこ

とを目的としています。そのため、「防災の日」である９月１日を含めた８月 29 日（木）から９

月 4 日（水）までの 7 日間で実施いたしました。 

近年、各地で大きな地震や豪雨災害等が発生し、特に和歌山県では、近い将来、南海トラフ巨

大地震により大きな被害が想定されております。災害発生時においては、「会員の税理士業務への

復旧・継続に係る支援」や「被災地域の納税者への税務支援の提供」などを実施するために会員

の被災状況を把握することが求められます。本報告訓練を通じ被災状況の報告手段を再確認して

いただけたものと存じます。 

本報告訓練では高い報告率となりましたが、実際に災害が発生した場合、今回のように円滑に

報告ができないことを想定しておく必要があります。本会では被災状況の報告手段として、スマ

ートフォン、パソコン(近税パソネット経由)、ファックス等を設定しています。ただ、災害発生時

にはパソコンやＦＡＸは使用できない可能性があり、緊急時の通信手段としては「携帯電話」の

活用が有効と考えられます。そこで、和歌山支部では、会員先生方の「携帯電話番号」と「携帯電

話のメールアドレス」をお届けいただくことにより、実効性の高い緊急連絡態勢を採ることとし

ておりますので、まだご登録いただいていない先生方は是非ご登録いただきますようお願い申し

あげます。また、今後はできる限り、携帯電話から「モバイル版近畿税理士会ウェブサイト」に

アクセスし、報告していただくようお願い申し上げます。 

和歌山支部では、今後も本会と連絡を密にし、危機管理体制のさらなる充実に向けて取り組ん

でまいります。また、支部における災害時の緊急連絡網を再構築することといたしました。以前

より 20 ありましたブロックを 15 のブロックに再編成し、新たにブロック責任者を配置いたしま

した。今まで⾧期間にわたりブロック責任者としてご尽力いただきました先生方には、あらため

て感謝申し上げます。また、今回ブロック責任者として就任いただきました先生方にはご苦労を

おかけいたしますが、緊急時にとるべき対応をご理解いただきご支援方よろしくお願いいたしま

す。 

会員先生方には引き続きご理解とご協力をお願い申し上げます。今回の多大なご協力に感謝申

し上げます。 

 

令和 6 年９月 6 日 

                             近畿税理士会和歌山支部 

                               支部⾧ 坂本 忠進 










